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新しい阿蘇の魅力を発信観光

日
本
初
、〝
滞
在
交
流
型
観
光
〞
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
た
旅
の
博
覧
会
「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
博
覧
会
（
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
）」

が
３
月
12
日
か
ら
阿
蘇
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
の
９
市
町
村
を
大
き
く
４

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
農
村
集
落
や
商
店
街
、

温
泉
な
ど
の
観
光
拠
点
34
カ
所
を
パ
ビ
リ
オ
ン

に
見
立
て
て
い
る
。
各
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
農

村
体
験
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
食
べ
歩
き
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
１
８
０
種
類
以
上

を
用
意
。
旅
行
者
は
、
阿
蘇
の
エ
コ
（
自
然
）

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
（
農
村
）
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
タ
ウ
ン
（
ま
ち
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
焦
点
を

当
て
た
多
種
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
自
由
に

旅
の
プ
ラ
ン
を
組
み
、
阿
蘇
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
、
人
と
触
れ
合
い
、
出
会
い
を
楽
し
む
旅
が

で
き
る
。

ま
た
、
旅
行
者
が
地
域
に
滞
在
し
阿
蘇
を
ス

ム
ー
ズ
に
巡
れ
る
よ
う
、
案
内
人
の
「
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
」
約
80
人
を
養
成
。
旅
の
相
談
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
す
る
と
プ
ラ
ン
を
提
案

し
て
も
ら
え
、
旅
行
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

▲

「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と

博
」
の
公
式
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

滞
在
型
観
光
で
新
し
い
旅
の
カ
タ
チ
を

滞
在
型
観
光
で
新
し
い
旅
の
カ
タ
チ
を

九州新幹線が全線開業し、県内ではさらな
る観光客誘致に向けた取り組みが進んでいる。
阿蘇では日本で初めて〝滞在交流型観光〞を
キーワードにした旅の博覧会を開催しており、
より滞在しやすい阿蘇を目指す。

〝阿蘇ゆるっと博〞が開催されている
阿蘇市の門前町パビリオンで食べ歩
きツアーを楽しむ観光客ら。同博覧
会では、さまざまな体験メニューが
180種以上用意されている

屋根なしバスで阿蘇の屋根なしバスで阿蘇の大パノラマを体感大パノラマを体感
「
そ
ら
め
ぐ
り
ん
」
運
行
開
始

「
そ
ら
め
ぐ
り
ん
」
運
行
開
始

九
州
産
交
バ
ス
㈱（
熊
本
市
上
代
４
丁
目
）

は
、
３
月
12
日
か
ら
阿
蘇
市
の
草
千
里
と
中

岳
火
口
を
結
ぶ
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
「
そ

ら
め
ぐ
り
ん
」
の
運
行
を
開
始
し
た
。

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
を
に
ら
み
阿
蘇

観
光
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
導
入
し
た
も

の
。
約
５
０
０
万
円
を
か
け
小
型
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
（
22
人
乗
り
）
を
改
造
。
屋
根
を
取
り
払
い
、

窓
を
広
め
に
と
る
な
ど
、
車
内
か
ら
阿
蘇
の
大

パ
ノ
ラ
マ
を
体
感
で
き
る
の
が
特
徴
。

運
行
ル
ー
ト
は
草
千
里
駐
車
場
〜
（
有
料

道
路
経
由
）
〜
中
岳
火
口
で
、
毎
日
13
往
復

し
、火
口
見
物
の
時
間
を
含
め
て
往
復
47
分
、

１
時
間
17
分
、
１
時
間
47
分
の
３
ダ
イ
ヤ
を

用
意
。
料
金
は
大
人
２
千
円
、
小
学
生
以
下

千
円
。
予
約
は
当
日
の
み
。

九州産交バス

阿蘇ゆるっと博
▲阿蘇山公園道路 ( 有料道
路 )を走る「そらめぐりん」。
同社の路線バスが中岳火口
まで乗り入れるのは今回が
初めて

▲乗客の目は自然と空の方
へ。3 月 10 日に行われた
試乗会にて。左は森敬輔九
州産交バス㈱社長

▲座席は雨天時に備えプラス
チック製でクッションを配
備。防寒のため毛布も用意

▲

「そらめぐりん」
の車体は青空をイ
メージしたデザイン。
同社によると、大型
のオープントップバ
スは数カ所で運行さ
れているが、小型タ
イプは全国初という


